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対
象
と
な
る
方

必
要
な
手
続
き
　

土
曜
日
・
時
間
外
の

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ
（
9
月
）

　
年
金
時
効
特
例
法
は
、
平
成

１９

年
７
月
６
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ

た
法
律
で
す
。

　
今
ま
で
は
、
年
金
記
録
が
訂
正

さ
れ
た
結
果
、
年
金
が
増
額
し
た

場
合
で
も
、
時
効
消
滅
に
よ
り
直

近
の
５
年
間
分
に
限
っ
て
お
支
払

い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改

正
で
、
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る

年
金
の
増
額
分
は
、
時
効
に
よ
り

消
滅
し
た
分
を
含
め
て
、
ご
本
人

ま
た
は
遺
族
の
方
へ
全
額
を
支
払

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
す
で
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ

て
い
る
方

１
、
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年

金
が
増
え
た
が
、
過
去
の
増
額

分
は
時
効
消
滅
に
よ
り
、
直
近

の
５
年
間
分
に
限
り
年
金
を
お

支
払
い
し
て
い
た
方
。

２
、
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
、

年
金
の
受
給
資
格
が
確
認
さ
れ
、

新
た
に
年
金
を
お
支
払
い
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
過
去
の
分

は
時
効
消
滅
に
よ
り
直
近
の
５

年
間
分
に
限
り
年
金
を
お
支
払

い
し
た
方
。

３
、
前
記
１
ま
た
は
２
に
該
当
す

る
方
が
、
亡
く
な
ら
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
の
ご
遺
族
の
方
。

◆
今
後
、年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ

る
方

４
、
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ

れ
た
結
果
、
従
来
で
あ
れ
ば
、

前
記
１
〜
３
と
同
じ
よ
う
に
、

過
去
の
分
は
直
近
の
５
年
間
分

の
年
金
に
限
っ
て
お
支
払
い
す

る
こ
と
と
な
る
方
。

◆
す
で
に
、
年
金
を
受
給
開
始
後

に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て
い

る
受
給
者
の
方
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
必
要
な
記
載
事
項
を
印
字

し
た
用
紙
を
順
次
発
送
し
ま
す

（
９
月
か
ら
送
付
開
始
）の
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

そ
の
通
知
を
待
た
ず
に
、
今
す

ぐ
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
に

は
、
高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡

多
事
務
所
へ
年
金
証
書
と
印
鑑

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ

る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
記
録

の
訂
正
に
か
か
る
手
続
き
以
外

に
特
別
な
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
知
社
会

保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所
、
ま

た
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
蕁

０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

場
所
 

高
知
社
会
保
険
事
務
局 

幡
多
事
務
所

＊
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

・
９
月
８
日（
土
）

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま

で
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
第
２
月
曜
日
は
時
間
外
年
金
相

談
日

・
９
月

１０
日（
月
）

午
後
７
時
ま
で
受
付
時
間
を
延

長
し
て
年
金
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６

変
更
点

①
紙
袋
に
入
れ
て
出
せ
ま
す
。（
ビ

ニ
ー
ル
袋
は
ダ
メ
）

②
大
き
さ
の
制
限
は
な
く
な
り
ま

し
た
。（
従
来
は

８０
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
下
で
し
た
。）

③
金
具
を
取
ら
ず
に
出
せ
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
優

等
生
で
す
。
「
こ
れ
く
ら
い
」
と

思
わ
れ
る
量
で
も
、
紙
袋
に
入
れ

る
な
ど
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
事
業
は
、
家
庭
に
生
ご
み

処
理
器
の
設
置
を
奨
励
す
る
こ
と

に
よ
り
、
家
庭
か
ら
で
る
生
ご
み

を
町
民
が
自
ら
堆
肥
化
し
、
減
量

す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

【
補
助
内
容
】

・
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
ボ
ッ
ク
ス

　
１
個
に
つ
き
一
〇
〇
〇
円

　（
１
世
帯
に
２
個
ま
で
）

・
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
・
密
閉
型

　
１
個
に
つ
き
二
五
〇
〇
円

　（
１
世
帯
に
２
個
ま
で
）

【
対
象
者
】

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
一
般
家

庭
で
、
生
ご
み
の
減
量
化
を
自
ら

積
極
的
に
行
う
方
。

【
申
請
方
法
】

・
大
方
地
域
／
九
月
中
、
各
区
長

を
通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
。

・
佐
賀
地
域
／
ま
ち
づ
く
り
課
水

道
環
境
係
で
申
請
を
受
け
付
け

し
ま
す
。

　
最
近
、
ビ
ン
・
缶
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
量
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま

す
。
も
し
、
ビ
ン
や
缶
を
ご
み
と

し
て
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
リ

サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
資
源
と
な
る
も

の
を
燃
や
し
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
同
時
に
黒
潮
町
は
リ
デ
ュ
ー
ス

（
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
）、
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
詰
め
替
え
商
品
の
利
用
、
買
い

物
袋
の
利
用
な
ど
、
ご
み
の
排
出

抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

ま
ち
づ
く
り
課 

水
道
環
境
係

蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

ご
み
も
積
も
れ
ば

シ
リ
ー
ズ
笙

段
ボ
ー
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法

が
簡
単
に
な
り
ま
し
た

ビ
ン
・
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
量
の

減
少
が
止
ま
り
ま
せ
ん

生
ご
み
の
減
量
を

生
ご
み
処
理
器
購
入
の
補
助
制
度

（
家
庭
で
の
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
）

ねんきん
コーナー

年
金
時
効
特
例
法
に
つ
い
て

年
金
時
効
特
例
法
に
つ
い
て

年
金
時
効
特
例
法
に
つ
い
て


